
指 標

Process

各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈

分子 最終検査値のHbA1cが＜8.0％

分母
半年間で90日以上、血糖降下剤またはインスリンが投与された患者数。

インスリンは１回30日分でカウントする。（近接診含む）

収集

期間
年 2 回 （6 月 ・12 月 ）

糖尿病の患者の血糖コントロール35

指標の意義

指標の計算式、分母・分子の解釈

・糖尿病患者の血糖値のコントロール状態を示す指標で、より高い値が望ましい。これを達成するためには食事療法や運

動療法の指導と適切な薬物療法の実施が必要であり、これらを改善することによって診療の質向上を目指す。

考察

改善事例

最小値38.33 25％値62.76 中央値75.80 75％値82.10 最大値97.38 （％）

回答病院 57病院 うち外れ値5病院 (対象97病院、回答率58.7％)

今回、学会や参加病院からの意見を踏まえて2018年6月集計から分子を「最終検査値のHbA1cが＜8.0％」の患

者数に定義変更しています。それまでの「HbA1cが＜7.0％」に比べて一般的には分子が大きくなると思われますが、

回答病院中11病院で2017年の数値より減少しており、その内容について検討が必要と思われます。

参考：日本病院会qi・2017年度結果報告では、分子を「7.0％未満の外来患者数」として「平均値50.5％、中央値

50.3%、最大値88.7%、最小値10.2%」と報告しています。その考察では「ガイドラインでは血糖コントロール値の個別

化を推奨」していることや厚生労働省の共通指標の「HbA1c<8.0%」について触れ、今後「HbA1cの値よりも実用的で

妥当性の高い指標（糖尿病合併症スクリーニング順守率など）も検討していく」と記しています。

報告された2018年の改善事例はありませんでした。

参考に、2017年の改善・運用事例を紹介します。

・DMチームカンファにて結果報告を行った

・糖尿病グループ会議にて評価

（厚労省提出指標）
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